
【町田市中学生職場体験推進事業功労事業所感謝状贈呈式開催される】【町田市中学生職場体験推進事業功労事業所感謝状贈呈式開催される】【町田市中学生職場体験推進事業功労事業所感謝状贈呈式開催される】【町田市中学生職場体験推進事業功労事業所感謝状贈呈式開催される】    

 11 月 16 日（土）に、町田市長をはじめ教育委員長、教育長、教育委員、学校教育部長、指導室長等の

同席の下、町田市役所 3階の災害対策本部室において、5 年以上にわたって中学校職場体験を引き受けて

くださっている事業所に対して感謝の意を表するために、「職場体験事業所感謝状贈呈式」が行われまし

た。 

 当日は、町田市としては初めての試みなので、教育委員会指導課総出で式の運営に当たり万全を期し

ました。表彰された事業所は 200 ケ所あまり。つくづく町田市の総力を挙げての事業だと感じました。

中学校のＶＣにも参加いただき、ありがとうございました。今後ますます学校で体験先を探したりコー

ディネートしたりすることになるものと思います。中学校のＶＣとして重要な活動分野になってきます。

受賞者も私たちも心を新たにする式となりました。 

【【【【2013201320132013 年度年度年度年度    第第第第 2222 回回回回東京都東京都東京都東京都教育支援コーディネーターミーティング】教育支援コーディネーターミーティング】教育支援コーディネーターミーティング】教育支援コーディネーターミーティング】    

 11 月 19 日（火）、町田第一小学校にて、東京都主催 教育支援コーディネーターミーティングが開催

されました。当日は、町田市内ならびに他地区（八王子、日野、小平、多摩、稲城、江戸川、大田、新

宿、板橋他）より、コーディネーターを中心に多数の参加がありました。 

 市内の学校が都主催のミーティング会場になったのは初めてで、事前準備から当日の運営まで、会場

校の先生方ならびにＶＣの全面協力のもと、実りある会が開催されました。 

今回は、【対話を通じて発見する“コーディネーターの今これから”・・・「ひとりで」から「つながり

のなかで」考える・・・】というテーマで、他の地域や学校のコーディネーターとの出会いと対話を通

じて、活動上の疑問を解消し、今後について考えました。問題提起として、会場校の相澤ＶＣはじめ三

人の方が、①校内における信頼関係について、②校外ネットワーク・多様な地域資源の共有について、

③コーディネーターとして自分自身のこれからを考える、という３つの話題提供をそれぞれ行い、それ

をもとに小グループで対話が行われました。地区間の交流を通して、今後に活かせるヒントが見つかっ

た、良いところやまだ足りないところを知る機会となった、など発見の多い会となりました。 
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木の実のペンダントづくり木の実のペンダントづくり木の実のペンダントづくり木の実のペンダントづくり            図師小学校１年図師小学校１年図師小学校１年図師小学校１年    生活科生活科生活科生活科    

 図師小学校の１年生は、直径５ｃｍほどのミズ

キの輪切りに、各種の木の実を貼りつけて「木の

実のペンダント」を作りました。はじめに担任と

「自然公園愛護会工作部」の五人のゲストティー

チャー（以下「ＧＴ」）より、ひもの通し方や木

の実の貼りつけ方などの説明がありました。次に、

ＧＴの用意した３０種類を超える木の実や植物

の種から好みの素材を選んで、板の上にボンドで

貼っていきました。用意された実や種は、栗、松、

胡桃、椎、樫、梅、サクランボ、椿、モッコク、

フウ、椚、楢、ムクロジなど、種や実の形・色が様々です。速乾性の接着剤で貼りたい場合

には、洋服や机などに付着しないように、ＧＴがお手伝い。ＶＣやＶも児童に目を配り言葉

かけや必要に応じて手もかけていました。 

こうして、動物や植物に似たもの、アニメのキャラクターに似たものなど、素敵なペンダ

ントができあがりました。授業のまとめとして、作品に使った素材の名前を作品紹介メモに

書き、「ここはツバキ」「耳の部分はクリ」などと振り返りました。木の実のペンダントづく

りをきっかけにして、身近な自然に興味・関心を持つようになった児童も多かったことと思

います。    

障がい者体験・ワークショップ障がい者体験・ワークショップ障がい者体験・ワークショップ障がい者体験・ワークショップ        町田第五小町田第五小町田第五小町田第五小学校学校学校学校    ４年４年４年４年    

    ４年生全員が体育館に集合し、ＧＴの方々との挨拶から始まりました。ＧＴでお越しに

なったのは、目や耳や肢体に障がいのある３人の方々と、ハンディのある方をサポートされ

ている方々でした。授業の前半は、３グループに分かれて、それぞれの障がい者の方からお

話をうかがいました。聴覚に障がいのある方からは、健常者として仕事に従事してきたが、

徐々に耳が聞こえづらくなったこと。今は聞こえないけれども、話をすることはできること

などをお聞きしました。また、視覚に障がいのある方からは、仕事を続けていく中で、視力

が低下し、近いうちに盲導犬ユーザーになる予定であることや、現在は点字の勉強を頑張っ

ているとのお話がありました。成人前の交通事故で車椅

子の生活をすることになった方のお話もお聞きしました。 

 授業の後半は、障がい者体験のワークショップ。点字

体験、アイマスク体験、車椅子体験、手話体験、新スポ

ーツ「ボッチャ」体験など、一人の児童が複数の体験を

することができるように会場がよく工夫されていました。

担任とＶＣがタッグを組んだスムースな運営もとっても

よかったです。ボランティアセンターの皆様にもご支援

をいただき、ありがとうございました。 
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去る、10月 27 日（日）、学園 2 回目の【学

習発表会】が行われました。実りの秋の 1

日、自主映画、合唱など皆素晴らしい作品

でしたが、なかでも 3・4年合同創作劇【相

原の詩人 八木重吉の世界】は、地域・保

護者の好評を得て、本誌への執筆依頼を受

けるなど【学校と地域の絆】を深める作品

となりました。 

さて、この作品が出来るまでの経緯と関わりですが、学びを「深め、繋げ」時をかけ創りあげた担任

教諭の努力の賜であることを先に述べ、ＶＣがどのように活動したかをお伝えします。 

きっかけは、支援ニュース 46号に掲載された【市民文学館ことばらんど】による出前授業「八木重吉

を知っていますか？」の情報記事を目にしたことでした。事前に教育計画を把握していたため授業に活

用できると考え、早速、ことばらんどへ内容確認の電話をしました。中学生対象プログラムということ

でしたが神林学芸員のご好意で小学生向けに改定していただくことができました。その頃、3年生は、社

会科「町の様子を知ろう」の地域探索で重吉記念館を訪問したばかり。6月に出前授業を実施することに

なりました。内容は重吉の生涯と詩の鑑賞で、国語科「詩をたのしもう」とも通じ 2 教科が繋がりまし

た。その後、地元の方に地域の歴史や郷土食の酒饅頭作りを習うなど総合的な学習の時間が加わり「3教

科の領域の繋がる授業」となりました。これらの取り組みをＶＣ作成の「ボランティア通信」に掲載し、

外部との連携で深まる学びの例とし地域・保護者に紹介しました。 

関わりも終了と思っていたところ、夏休み終盤、3年担任教諭から「重吉の生涯を劇化し学習発表会の

演目にしたい」とのことで相談と依頼がありました。内容は、①2 学期末頃予定の体育科・単元「表現活

動」（講師：法政大学／越部清美准教授）を繰り上げ発表会前の活動とし繋げたい②3・4 年合同活動のた

め 4 年生へも「ことばらんど」の授業を受けさせたいなどでした。すぐに神林学芸員に出前授業を手配

し、また、越部准教授との間では、授業日程調整、打合せ日程調整(打ち合わせには調整役含として同席)、

授業観察（記録、撮影）などで関わりました。3・4 年生の発表は【大学との連携】も行われることとな

りました。発表会では、支援頂いた皆様に案内状を発送し、当日は感動を共有。都合つかず来校出来な

かった方々には、児童・生徒への応援メッセージをお願いしました。この活動は、学園と支援者の繫が

りを深めたようです 

現在、授業のみならず放課後でも法政大学を中心に東京造形大、東京家政学院大、武蔵野美術大との

連携を行っています。今回の学習発表会では、5・6・7 年生も大学との連携で作品作りが行われました。

日常的活用が繋がったと感じています。大学との連携においては、大学教職員との信頼を深めゼミ・サ

ークルなどを活用させて頂いております。ボランティア活動に対し大学・学生が何を意図し期待するか

を把握し、その情報を学園と共有することで大学・学生のニーズに応えつつ学園の意向に沿ったボラン

ティア活動行われるよう努めています。 



【祝！【祝！【祝！【祝！    小山小学校小山小学校小山小学校小山小学校    文部科学大臣表彰を受ける】文部科学大臣表彰を受ける】文部科学大臣表彰を受ける】文部科学大臣表彰を受ける】    

この度、小山小学校の地域協働の取組みが、平成２５年度優れた「地域による学校支援活

動」推進にかかる文部科学大臣表彰を受けることになりました。おめでとうございます。全

国で 138 校、東京都で５校受賞します。世代を超えた教育支援「地域の学校小山小」見届け

隊・地域を教材とした学習、地域協働の授業と紹介されています。 

先日、町田第一小学校で行われた東京都教育支援コーディネーターミーティングでも、都

の担当者より、町田市のＶＣの活動レベルの高さをお褒めいただいております。町田市全体

の喜びとして共有し、今後の活動の励みにしていきましょう。 

《《《《事務連絡事務連絡事務連絡事務連絡》》》》    

【感謝状贈呈式の会場は【感謝状贈呈式の会場は【感謝状贈呈式の会場は【感謝状贈呈式の会場は生涯学習センター生涯学習センター生涯学習センター生涯学習センター】】】】    

 今年度の学校支援ボランティア感謝状贈呈式の準備が始まっています。11 月 29 日（金）

が各校からの推薦締切日です。 

 今後、教育委員会の同意を得て内定通知、同意書の提出という運びとなります。2014 年 2

月 4 日（火）午後に予定されている式へのご参加を、宜しくお願いします。会場がこれまで

の市民フォーラムから「生涯学習センター７階ホール」に変わりました市民フォーラムから「生涯学習センター７階ホール」に変わりました市民フォーラムから「生涯学習センター７階ホール」に変わりました市民フォーラムから「生涯学習センター７階ホール」に変わりましたのでお間違えのな

いようにお願いします。 

    

【シ【シ【シ【シルバー人材センター活用状況】ルバー人材センター活用状況】ルバー人材センター活用状況】ルバー人材センター活用状況】    

 今年度も半分以上が過ぎ、シルバー人材センター活用状況の途中集計をしてみました。そ

の結果、小学校、中学校ともにまだ余裕がありました。昨年度は特に中学校は余裕がなくご

迷惑をおかけした学校もありました。 

 小学校はもちろん、中学校で規定数を超えている学校も、支援センターに相談してみてく

ださい。「シニアボランティアの力を活かすために」、さらに活動の幅を広げるアイディアを

出してみましょう。 

    

【小学校地区別ＶＣミーティング会場等決定】【小学校地区別ＶＣミーティング会場等決定】【小学校地区別ＶＣミーティング会場等決定】【小学校地区別ＶＣミーティング会場等決定】    

１地区 ゆくのき学園大戸小学校       調整中 

２地区 図師小学校                12 月 5 日（木）ＰＭ2:00～4:00 

３地区 大蔵小学校             1 月 21 日（火）ＰＭ 

４地区 藤の台小学校           12 月 12 日（木）ＰＭ2:00～4:00 

５地区 南大谷小学校          12 月  6 日（金）ＡＭ9:30～11:30    

６地区 小川小学校             調整中   

    

【中学校ＶＣＭ開催について】【中学校ＶＣＭ開催について】【中学校ＶＣＭ開催について】【中学校ＶＣＭ開催について】    

１２月１０日（火） ＡＭ９：３０～１１：３０ 

町田市役所 ２階 プロジェクトルーム    


